
俸
給
表
情
報
に
つ
い
て 

 

人
事
院
勧
告
の
俸
給
表
の
詳

細
に
つ
い
て
知
り
た
い
方
は
劣

税
関
労
組
HP
の
助
税
関
労
組
ニ

勑
勖
ス
努
の
本
号
の
添
付
と
し

て
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
劤 
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第 993 号（速報） 
令和８年８月１０日 

令

和

８

年

人

事

院

勧

告

に

つ

い

て 

＜国家公務員モデル給与例＞※令和８年人事院勧告「本年の給与勧告のポイントと給与勧告の仕組み」より一部抜粋（人事院 HP） 

令
和
８
年
８
月
７
日
䥹
金
䥺
䣍
人
事
院
は
国
会
と
内
閣
に
対
し
て
䣍
①
月
例
給
及

び
一
時
金
を
引
き
上
げ
る
給
与
に
関
す
る
勧
告
䣍
②
䣓
公
務
員
人
事
管
理
䣔
に
関

す
る
報
告
等
を
行
い
ま
し
た
䣎 

今
回
の
勧
告
・
報
告
等
の
主
な
ポ
イ
ン
ト
は
䣍
左
記
の
と
お
り
で
す
䣎 

 
① 

 
本
年
の
給
与
改
定
䥹
勧
告
䥺 

 

・
月
例
給
に
つ
い
て 

官
民
較
差
１
５
䥻
０
５
６
円
䥹
3.51
％
䥺
を
踏
ま
え
て
䣍
特
に
業
務
遂
行
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
担
䣬

て
い
る
中
堅
層
以
上
の
職
員
に
つ
い
て
令
和
７
年
を
上
回
る
改
定
䣎 

䣑
行
政
職
俸
給
表(

一)
の
平
均
改
定
率
䣒 

１
級
4.0
％
䣍
２
級
3.6
％
䣍
３
級
3.4
％
䣍
４
級
3.1
％
䣍
５
䦅
10

級
3.0
％
䣍
全
体
3.3
％ 

民
間
の
動
向
や
人
材
確
保
の
重
要
性
を
踏
ま
え
初
任
給
は
一
律
９
䥻
５
０
０
円
引
上
げ 

䣗
総
合
職(

大
卒)

䣘
２
５
１
䥻
５
０
０
円 

䥹
＋
3.9
％
䥺 

䣗
一
般
職(

大
卒)

䣘
２
４
１
䥻
５
０
０
円 

䥹
＋
4.1
％
䥺  

䣗
一
般
職(

高
卒)

䣘
２
０
９
䥻
８
０
０
円 
䥹
＋
4.7
％
䥺 

・
一
時
金
に
つ
い
て 

年
間
4.65
月
分→

4.70
月
分
䣎
支
給
月
数
を
0.05
月
分
引
上
げ
䣍
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
に
均
等
配
分
䣎 

・
転
居
に
関
す
る
手
当
䣑
令
和
９
年
４
月
実
施
䣒 

転
居
を
伴
う
転
勤
に
係
る
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
䣍
円
滑
な
人
事
配
置
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
䣍

単
身
赴
任
者
に
限
ら
ず
䣍
転
居
を
伴
う
転
勤
を
行
䣬
た
職
員
を
広
く
対
象
と
す
る
手
当
を
新
設
䣎 

・
広
域
異
動
手
当
䣑
令
和
８
年
４
月
実
施
䣒 

 
 

広
域
的
な
異
動
に
対
す
る
給
与
上
の
イ
ン
セ
ン
テ
䣵
ブ
を
更
に
向
上
さ
せ
る
た
め
䣍
支
給
割
合
を
引
上

げ
䣎
䥹
60
㎞
以
上
300
㎞
未
満
䥽
５
％→

８
％ 

300
㎞
以
上
䥽
10
％→

16
％
䥺 

 

② 
 

公
務
員
人
事
管
理
䥹
報
告
䥺 

 

・
勤
務
時
間
法
を
改
正
し
䣍
全
て
の
職
員
を
対
象
に
䣍
公
務
の
運
営
に
支
障
が
な
い
場
合
に
お
い
て
䣍
取
得
事

由
を
問
わ
ず
䣍
無
給
で
年
間
７
日
ま
で
取
得
で
き
る
䣓
無
給
休
暇
䣔
を
新
設
す
る
䣎䥹
令
和
９
年
４
月
１
日

施
行
䥺 

・
勤
務
時
間
法
を
改
正
し
䣍
職
員
の
健
康
福
祉
の
増
進
を
図
る
観
点
か
ら
䣍
休
日
や
週
休
日
に
勤
務
し
た
場
合

に
取
得
で
き
る
代
休
日
の
指
定
や
週
休
日
の
振
替
等
に
つ
い
て
䣍
現
行
の
取
得
単
位
䥹
代
休
日
の
指
定
は
１

日
䣍
週
休
日
の
振
替
等
は
１
日
又
は
４
時
間
䥺
に
満
た
な
い
場
合
で
も
可
能
と
す
る
䣎䥹
令
和
９
年
４
月
１

日
施
行
䥺 
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 ｋ胃の

日
本
税
関
労
働
組
合
選
挙
管
理
委
員
会
は
令
和

８
年
８
月
３
日
䣍
次
期
䥹
第
67
期
䥺
の
役
員
を
選

出
す
る
役
員
選
挙
の
公
示
を
行
い
ま
し
た
䣎
令
和

８
年
９
月
12

日
に
予
定
さ
れ
て
い
る
第
67

回
定

期
大
会
で
の
活
動
方
針
の
決
定
と
合
わ
せ
䣍
今
後

の
組
織
運
営
を
担
う
新
体
制
を
確
立
す
る
た
め
の

重
要
な
選
挙
と
な
る
䣎
選
管
の
発
表
に
よ
る
と
䣍

選
出
対
象
と
な
る
ポ
ス
ト
は
䣍
中
央
執
行
委
員
長

䥹
１
名
䥺
䣍
副
中
央
執
行
委
員
長
䥹
３
名
䥺
䣍
書
記

長
䥹
１
名
䥺
䣍
書
記
次
長
䥹
１
名
䥺
䣍
中
央
執
行
委
員

䥹
９
名
䥺
䣍
会
計
監
査
䥹
２
名
䥺
と
な
る
䣎
立
候
補

の
受
付
期
間
は
令
和
８
年
８
月
21
日
ま
で
䣎 

 

令
和
８
年
熊
本
地
震
の
発
生
を
受
け
䣍
日
本
税
関
労
働
組
合
は
令
和
８
年
８
月
３
日
䣍
関
税
局
長
に
対

し
䣍
緊
急
申
入
書
を
提
出
し
た
䣎
申
入
書
で
は
䣍
被
災
地
に
お
け
る
復
旧
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る
こ

と
を
求
め
た
上
で
䣍
①
今
な
お
余
震
が
続
い
て
い
る
中
䣍
業
務
の
復
旧
作
業
及
び
支
援
活
動
に
あ
た
䣬
て

は
䣍
職
員
及
び
そ
の
家
族
の
安
全
確
保
を
最
大
限
優
先
す
る
こ
と
䣍
②
職
員
の
生
活
基
盤
で
あ
る
住
居
に
つ

い
て
は
䣍
他
の
避
難
さ
れ
て
い
る
方
々
に
配
慮
し
つ
つ
も
䣍
業
務
継
続
の
た
め
䣍
関
係
機
関
に
働
き
か
け
確

保
す
る
こ
と
䣍
③
７
月
29
日
䥹
火
䥺
䣍
人
事
院
よ
り
䣓
人
事
院
指
令
14
の
１
䥹
令
和
８
年
熊
本
地
震
の
被
害

に
伴
う
職
員
の
職
務
に
専
念
す
る
義
務
の
免
除
に
関
す
る
臨
時
措
置
に
つ
い
て
䥺䣔
が
発
せ
ら
れ
た
が
䣍
そ

の
取
扱
い
に
際
し
て
は
䣍
可
能
な
限
り
被
災
し
た
職
員
の
要
望
に
応
え
る
こ
と
䣍
④
人
事
院
規
則
第
15
の

14
第
22
条
第
１
項
第
16
号
䣍
同
第
17
号
䣍
同

第
18
号
の
運
用
に
つ
い
て
は
䣍
弾
力
的
に
行

い
䣍
特
に
䣍
被
災
地
に
家
族
を
持
つ
職
員
に
つ

い
て
は
配
慮
す
る
こ
と
䣍
⑤
親
族
が
被
災
地
に

い
る
場
合
な
ど
で
休
暇
を
申
し
出
た
も
の
に

つ
い
て
は
䣍
柔
軟
な
対
応
を
す
る
こ
と
䣍
を
強

く
求
め
ま
し
た
䣎 

今
回
の
災
害
で
人
命
を
奪
わ
れ
た
犠
牲
者

の
皆
さ
ま
に
対
し
䣍
ま
た
䣍
今
な
お
䣍
不
便
な

生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
被
災
者
の
皆
様
に
䣍

心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
䣎 

申入書を受け取る馬場崎税関考査管理室長（右） 


